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（2026.１.19） 

 
『大学評価研究』投稿要領 

 
１．投稿の資格 

 どなたでも自由に投稿することができます。 

 

２．原稿の種類 

 投稿原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳とします。それぞれの定義は、以下の通りで

す。 

  ①論   文：実践研究を含め具体的な研究成果をまとめたもの 

  ②研究ノート：研究の過程でまとめられた中間的報告 

  ③翻   訳：原著者又は版権者の了解を得た海外文献の邦訳 

 投稿者は、投稿に当たり、自身の投稿する原稿が上記①～③のいずれに該当するか判断し、

後述する原稿送付状に記載するものとします。ただし、審査結果に基づき、『大学評価研究』

編集委員会が原稿の種類の変更を求めることがあります。 

 

３．投稿の前提 

 投稿原稿は、日本語又は英語で書かれた未発表のものとします。他の雑誌、書籍、ウェブ

サイトなどに掲載されており、又は投稿中若しくは掲載予定とされている場合には、二重投

稿に該当するものと判断し、内容にかかわらず採用しません。ただし、学会の予稿集や公的

研究費の調査・研究報告書に掲載された原稿、未刊行の学位論文などを加筆・修正して投稿

することは妨げません。 

 

４．投稿の時期 

 投稿は随時受け付けますが、原稿の査読審査は各年度の刊行スケジュールに従って行い

ます。 

 

５．投稿本数の上限 

 １号当たりの投稿本数の上限は、単著又は共著で筆頭著者の場合は原則１本とし、そうで

はない共著の場合には、『大学評価研究』編集委員会が状況により判断します。 

 

６．掲載の可否 

 投稿原稿は、著者・査読者双方の匿名性を担保した形での査読を行ったうえで、最終的に

は『大学評価研究』編集委員会において、掲載の可否を決定します。 
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７．原稿料 

 掲載原稿に対する原稿料は支払いません。ただし、『大学評価研究』編集委員会が執筆を

依頼した原稿については、この限りではありません。 

 なお、掲載した原稿の著者には、掲載号３部を贈呈します。 

 

８．抜刷 

 掲載原稿の著者には、単著の場合は 30部、共著の場合は 20部、それぞれ抜刷を贈呈しま

す。これ以上の部数を希望する場合、著者が実費で制作することも可能です。 

 

９．印刷費用 

 掲載原稿の印刷に要する費用は、原則として本協会が負担します。ただし、特殊なフォン

ト、図版の作成などにより、通常よりも余計に費用が必要となる場合には、投稿者がこれを

負担する場合があります。 

 

10．権利関係の処理 

 掲載原稿に含まれる図、表に関する著作権、肖像権その他の権利については、投稿者が適

切に処理するものとします。また、個人情報の取扱いの適切性についても、投稿者が十分に

確認するものとします。 

 

11．著作権の帰属 

 掲載原稿の著作権は、本協会に帰属するものとします。掲載原稿を他の刊行物やウェブサ

イト、学位論文等に収録・転載する場合には、本協会の許諾が必要です。 

 

12．掲載原稿の公開 

 本協会は、掲載原稿を電子化し、原則として刊行から一定期間が経過した後に本協会のホ

ームページ等を通じて公開します。ただし、投稿者からの申出により、『大学評価研究』編

集委員会が特段の事由が認められるものと判断した場合には、この限りではありません。 

 

13．原稿の執筆方法 

（１）様式 

 投稿原稿は、所定の様式を使用して作成して下さい（様式の設定は変更しないで下さい）。 

 

（２）分量 

 ①日本語：12,000字以内 

 ②英 語：5,500ワード以内 

 日本語・英語ともにマイクロソフトワードの「文字カウント」機能を利用し、「単語数」
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に表示される文字数とします。表の文字数も同様にカウントするものとします。 

なお、図表については、図表内の文字数にかかわらず、下記表の文字数（ワード数）でカ

ウントします。 

図表刷り上が
りサイズ 

日本語 
文字数 

英語 
ワード数 

小（1/3 頁） 650 325 

中（1/2 頁） 950 475 

大（1頁） 1,900 950 

 

（３）引用箇所 

 引用箇所は、他の著作物から引用していることが一瞥して分かるよう明示してください。

注を付して対応するか、本文中に「〇〇（2018）」のように記載のうえ、当該文書を参考文

献に掲載するかは、投稿者の判断に任せます。 

 引用文は、様式で２行未満の場合は、全角カギ括弧「」で囲んで挿入するものとし、２行

以上となる場合には、前後１行を空けて挿入してください。また、引用箇所に投稿者が加筆

した場合などには、その旨が分かるよう適切に明示してください。 

 なお、査読での匿名性を担保する観点から、自身の著作物であっても、「拙稿（2018）で

述べた通り」などとはせず、「田中（2018）が述べている通り」のように客観的な記載とな

るように注意して下さい。 

 

（４）注 

 注は、マイクロソフトワードの「脚注」機能を使用し、「文末脚注（E）」としたうえで、

セクションの最後に挿入してください。また、該当箇所の表示は、半角数字とし、「 （1）」

のように上付きの全角パーレーン（）で囲むようにします。 

 

（５）句読点 

 日本語の句読点は、「、」及び「。」を用いることとします。 

 

（６）章節立て 

 章節立ては、「Ⅰ」「1」「（1）」の順とします。なお、冒頭の「はじめに」や最後の「おわ

りに」などには、章番号を付さなくても構いません。 

 

（７）英数字 

 英数字は、原則として半角を使用します。ただし、全角を使用する必要が認められる場合

には、この限りではありません。 
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（８）図、表 

 図、表には、それぞれ冒頭に通し番号と表題を付し、下部に出典等を明示するようにした

うえで、本文中の適切な位置に挿入して下さい。あわせて、図、表を別ファイルにして添付

してください。 

なお、図・表とも、掲載する際はモノクロームの印刷となりますので十分視認できるよう

コントラストにご留意ください。 

 

（９）参考文献 

 参考文献の目録は、論文の最後に列記します。まず、使用言語により分けたうえで、日本

語の場合は五十音順、英語の場合はアルファベット順とし、その他の言語に関しては、それ

ぞれ当該言語で一般的な順序で記載するようにして下さい。 

 日本語及び英語の参考文献の記載方法は、原則として下記の通りとします。ただし、下記

の情報が概ね含まれていれば、他の記載方法でも構いません。 

 

 ①日本語：著者・編者名、論文名、書誌名、発行機関、刊行・発表年、ページ 

 ②英 語：著者・編者名、論文名、書誌名、発行地及び機関、刊行・発表年、ページ 

 

（10）インターネットの参照 

 インターネット上にある資料やウェブサイトを参照した場合、本文や脚注、文献リストで

それを示すときは、必ず URLとアクセス日を記載するようにしてください。 

 

（11）キーワード 

 タイトルの下に 5語以内のキーワードを記載して下さい。 

 

（12）英文要旨 

 「論文」又は「研究ノート」を投稿する場合には、200ワード程度の英文要旨を作成して

下さい。英文要旨は、著者の責任の下、提出前にネイティブチェックを受けるものとします。 

 

14．原稿の提出方法 

（１）原稿送付状 

 所定の様式に従い、送付状を作成して下さい。 

 

（２）提出原稿 

 提出原稿は、所定の様式を利用のうえ、上記要領に従って作成したマイクロソフトワード

のファイルと、これを基にして作成したＰＤＦとなります。いずれも、図表を入れ込んだ形

のものとして下さい。また、保存する際に「作成者」を削除するものとします。 
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（３）提出方法 

 上記の送付状及び原稿（マイクロソフトワード・ＰＤＦ）を電子メールに添付し、標題を

「『大学評価研究』への投稿（氏名・所属）」としたうえで、「kikaku@juaa.or.jp」まで送信

して下さい。なお、図表を多数掲載した場合など、ファイルサイズが大きくなる場合には、

事前に本協会事務局までお問い合わせ下さい。 

 

（４）原稿の受領 

 上記の方法により原稿の提出がなされた場合には、本協会事務局より受領に係るご連絡

をさせていただきます。もし１週間を経過しても返信がない場合には、本協会事務局までお

問い合わせ下さい。 


